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～講演を熱心に聞き入る、分館長・主事の皆さん～
　

中
野
市
公
民
館
と
73
分
館
の
館
長
・
主

事
が
一
堂
に
会
し
、
平
成
21
年
度
分
館

長
・
主
事
研
修
会
が
２
月
28
日(

土)

中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
150
名
が
出
席
し

た
。

　

中
野
市
公
民
館
の
運
営
方
針
や
事
業
に

も
と
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
特
性
を

活
か
し
両
輪
と
な
っ
て
、
地
域
に
根
を
張

り
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
公
民
館
活
動
の

充
実
と
推
進
を
確
認
し
あ
っ
た
。

　

合
わ
せ
て
「
記
録
に
残
る
記
事
、
記
憶

に
残
る
写
真
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
館
報

づ
く
り
の
講
演
会
や
平
成
20
年
度
分
館
報

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
充
実
し

た
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

新
役
員
の
み
な
さ
ん
は
研
修
会
を
通
し

公
民
館
事
業
に
理
解
を
深
め
、
懇
親
会
で

は
親
睦
を
深
め
合
う
な
ど
、
公
民
館
運
営

に
向
け
清
々
し
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

あおぞら
　

四
月
。
桜
花
爛
漫
の
季
節
。

そ
し
て
、
学
校
や
会
社
な
ど

で
は
新
人
を
迎
え
、
新
し
い

体
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
月
で

す
。　

　

新
人
の
波
及
効
果
は
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
新
人
は
組
織
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
。
新
人
は
経
験
は
な
い
け

れ
ど
、
彼
等
の
初
々
し
さ
は
、
私
た

ち
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
大
切
な

心
を
呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

　

『
日
に
新
た
に　

日
々
新
た
に　

ま
た
日
に
新
た
な
り
』
こ
の
有
名
な

こ
と
ば
は
中
国
の
古
書
『
礼
記
』
の

中
に
あ
る
こ
と
ば
だ
そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
は
四
月
の
気
持
ち
を
持
続

さ
せ
る
た
め
に
こ
の
こ
と
ば
を
時
々

読
み
返
し
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
惰
性
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
自
分
。
当
初
の
決
意
を
、
い
つ

の
間
に
か
周
り
の
せ
い
に
し
、
諦
め

て
い
る
自
分
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
こ

と
ば
を
読
み
返
し
、
初
心
の
気
持
を

思
い
返
し
ま
す
。

　

さ
あ
、
新
年
度
四
月
。
新
た
な
気

持
ち
で
が
ん
ば
る
ぞ
ー
！        (

ら)
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中
野
市
公
民
館

　
　
　

運
営
方
針

公民館活動の充実



２

公
民
館
の
め
ざ
す
方
向

公
民
館
の
め
ざ
す
方
向

平
成
二
十
一
年
度

平
成
二
十
一
年
度

運
営
方
針

　
中
野
市
の
公
民
館
は
、
県
内
の
公
民

館
と
と
も
に
戦
後
い
ち
早
く
先
駆
的
な

活
動
を
展
開
し
、
日
本
の
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
の
歩
み
の
中
で
、
地
域
に
根

を
張
り
暮
ら
し
に
溶
け
込
ん
だ
公
民
館

活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
中
野
市
の
各
地
に
お
い
て
地
域
づ
く

り
や
、
文
化
の
伝
承
・
創
造
、
環
境
保

全
、
地
域
に
根
ざ
し
た
経
済
活
動
の
活

性
化
、
介
護
、
福
祉
、
男
女
共
同
参
画

等
の
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、
そ
し
て

市
民
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く

な
ど
公
民
館
の
活
動
は
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
４
公
民
館
が
連
携
し
、

各
館
の
特
性
を
発
揮
し
な
が
ら
推
進
し

て
い
く
。
　

　
地
域
に
開
か
れ
た
公
民
館
を
め
ざ

し
、
①
特
色
あ
る
文
化
資
源
の
発
見
と

再
生
・
創
造
　
②
教
育
・
福
祉
・
観
光

な
ど
の
分
野
と
の
連
携
　
③
子
ど
も
た

ち
の
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
　
④
文
化

芸
術
と
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
　

⑤
人
材
育
成
　
⑥
地
域
文
化
拠
点
の
活

性
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
体
験
活
動
な
ど
の

支
援
を
し
て
い
く
。

　
21
世
紀
の
こ
れ
か
ら
を
、
我
々
は
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、

人
間
の
根
源
的
な
と
こ
ろ
か
ら
問
い
深

め
、
豊
か
な
心
を
育
み
幸
福
に
暮
せ
る

地
域
づ
く
り
に
資
す
る
。
な
か
の
21
市

民
講
座
実
行
委
員
に
よ
り
講
座
の
企

画
・
運
営
に
あ
た
る
。

● 

重
点
施
策 

●

◎
中
野
市
成
人
式
の
充
実

◎
「
ま
な
ざ
し
」・「
子
ど
も
育
成
事

　
業
実
践
集
」
を
指
針
に
子
ど
も
事

　
業
の
実
践
化
と
充
実

◎
音
楽
な
ど
文
化
芸
術
活
動
進
展
の

　
た
め
の
支
援

　
　
◎
各
公
民
館
の
特
性
を
い
か
し
て

　
地
域
の
課
題
解
決
に
あ
た
る

◎
分
館
活
動
活
性
化
の
支
援
を
行
う
。

◎
な
か
の
21
市
民
講
座
の
推
進

中野市４公民館の主な活動内容

〇
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
講
座
な
ど
の
開
設

〇
公
民
館
報「
文
化
な
か
の
」

の
発
行
及
び
文
化
展
・
芸
能

祭
な
ど
の
文
化
祭
の
開
催

〇
分
館
と
の
連
絡
、
公
民
館

運
営
審
議
会
、
分
館
長
・
主

事
研
修
会
、
非
常
勤
主
事
会

な
ど
公
民
館
活
動
を
推
進
す

る
に
必
要
な
、
公
民
館
全
体

に
か
か
わ
る
事
務
・
事
業
の

推
進

〇
地
域
課
題
を
掘
り
起
こ

し
、
西
部
地
区
に
合
っ
た
公

民
館
活
動
の
推
進

〇
「
い
つ
で
も
誰
で
も
」
を

基
本
と
し
て
、
自
主
的
な
学

習
活
動
の
支
援

〇
地
域
の
生
涯
学
習
の
中
核

施
設
と
し
て
、
集
う
・
学
ぶ
・

活
か
す
・
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
場
づ
く
り
を
目
指
す

〇
北
部
の
集
落
間
の
和
と
交

流
を
求
め
、
寄
り
や
す
く
学

び
や
す
い
場
づ
く
り
と
実
践

〇
講
座
の
重
点
化(

子
育
て

サ
ロ
ン
・
親
子
原
体
験
を
取

り
入
れ
た
子
ど
も
教
室
・
高

齢
者
大
学
等
）

〇
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
は
じ
め

各
趣
味
サ
ー
ク
ル
の
育
成
支

援

〇
豊
田
地
域
の
よ
さ
を
掘
り

起
こ
し
、
学
び
あ
っ
て
、
中

野
市
豊
田
の
地
域
づ
く
り
を

す
る

〇
地
域
の
特
質
を
ふ
ま
え
て

の
運
営
の
重
点
化
を
は
か
る

〇
公
民
館
活
動
に
取
り
組
む

人
の
和
を
広
げ
る

中央公民館

西部公民館

北部公民館

豊田公民館
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◆
中
野
市
分
館
協
議
会
◆

　
会
　
長
　（
宮
本
　
六
朗
）

　
副
会
長
　（
金
子
　
　
彰
）

　
副
会
長
　（
吉
家
　
一
雄
）

●
中
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
丸
山
　
康
雄

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
丸
山
　
　
浩

　
分
館
協
議
会
長
　
　
秋
元
　
正
幸

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

中
　
町
　
　
石
澤
　
和
彦
　
　
瀧
澤
　
雅
生

西
　
町
　
　
山
田
　
尚
慶
　
　
堀
尾
勇
次
郎

東
　
町
　
　
金
山
　
　
弘
　
　
小
林
　
亮
太

松
　
川
　
　
小
島
　
敬
三
　
　
三
木
　
和
男

東
松
川
　
　
秋
元
　
正
幸
　
　
横
田
　
幸
憲

普
　
代
　
　
桜
井
　
良
光
　
　
安
済
　
秋
夫

栗
和
田
　
　
水
野
　
孝
夫
　
　
竹
内
　
　
勝

一
本
木
　
　
山
田
　
義
男
　
　
倉
沢
　
弘
二

西
　
条
　
　
樋
口
　
初
夫
　
　
久
保
　
利
幸

上
小
田
中
　
上
野
　
靖
夫
　
　
頓
所
　
和
光

下
小
田
中
　
小
林
　
孝
夫
　
　
桑
原
　
秀
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
沢
　
武
志

東
吉
田
　
　
岩
本
　
文
一
　
　
内
田
　
守
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
幸
子

●
日
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
浦
野
　
寿
文

　
分
館
協
議
会
長
　
　
金
子
　
　
彰

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

間
　
山
　
　
小
林
　
則
夫
　
　
原
沢
　
功

新
　
野
　
　
金
子
　
　
彰
　
　
田
川
　
貴
義

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

安
源
寺
　
　
片
山
　
信
男
　
　
仲
條
　
　
勉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
見
澤
宏
文

栗
　
林
　
　
小
林
は
る
子
　
　
藤
木
　
英
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
田
　
文
子

牛
　
出
　
　
高
山
　
竹
男
　
　
高
山
　
文
雄

立
ケ
花
　
　
近
藤
孝
次
郎
　
　
芋
川
　
　
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
　
功

草
　
間
　
　
清
水
　
富
雄
　
　
富
岡
　
清
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
原
　
紀
行

日
　
和
　
　
小
林
　
恒
男
　
　
武
田
　
伸
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
史
明

大
　
俣
　
　
浅
沼
　
忠
雄
　
　
阿
藤
　
峰
男

●
長
丘
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
髙
橋
　
幸
司

　
分
館
協
議
会
長
　
　
吉
家
　
一
雄

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

田
　
麦
　
　
江
本
　
紀
夫
　
　
長
張
　
芳
造

厚
　
貝
　
　
吉
家
　
一
雄
　
　
宮
本
　
　
覚

壁
　
田
　
　
渋
川
　
仁
志
　
　
馬
場
　
和
宏

古
　
牧
　
　
若
林
　
栄
吉
　
　
若
林
　
進
一

●
平
岡
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
阿
部
　
　
泉

　
分
館
協
議
会
長
　
　
小
島
　
徳
重

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

新
　
井
　
　
藤
沢
　
知
弘
　
　
相
馬
　
広
幸

若
　
宮
　
　
小
島
　
徳
重
　
　
町
田
　
佳
也

竹
　
原
　
　
武
田
　
信
友
　
　
武
田
　
直
人

金
　
井
　
　
江
口
　
忠
宏
　
　
三
澤
　
一
良

南
間
長
瀬
　
田
中
　
徳
行
　
　
久
野
　
陽
一

北
間
長
瀬
　
佐
藤
　
秀
樹
　
　
依
田
　
隆
生

東
笠
原
　
　
山
田
　
良
造
　
　
池
田
　
　
睦

西
笠
原
　
　
塚
田
　
富
芳
　
　
塚
田
　
浩
司

長
元
坊
　
　
櫻
井
　
致
由
　
　
堀
川
　
鉄
兵

平成
21
年度

名
簿

非
常
勤
主
事・
分
館
協
議
会
長

分
館
長
・
分
館
主
事

高
　
遠
　
　
田
川
　
精
一
　
　
田
川
　
武
己

更
　
科
　
　
笠
原
　
光
男
　
　
中
村
　
右
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
　
司

東
　
山
　
　
土
屋
　
英
雄
　
　
岩
本
　
順
吉

●
延
徳
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
大
宮
　
良
一

　
分
館
協
議
会
長
　
　
佐
藤
　
直
信

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

桜
　
沢
　
　
原
　
　
良
郎
　
　
大
井
　
孝
知

大
　
熊
　
　
佐
藤
　
直
信
　
　
小
林
　
藤
雄

北
大
熊
　
　
木
村
　
安
雄
　
　
木
村
　
芳
隆

篠
　
井
　
　
田
中
　
初
雄
　
　
山
田
　
篤
己

新
　
保
　
　
霜
鳥
　
由
夫
　
　
丸
山
　
博
明

小
　
沼
　
　
柳
沢
　
和
人
　
　
大
宮
　
浩
司

●
平
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
小
林
　
雄
一

　
分
館
協
議
会
長
　
　
武
田
　
　
正

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

東
江
部
　
　
児
島
　
一
雄
　
　
松
田
　
康
永

西
江
部
　
　
竹
内
　
幸
夫
　
　
長
島
　
輝
宜

岩
　
船
　
　
武
田
　
　
正
　
　
近
藤
　
政
俊

吉
　
田
　
　
町
田
　
敏
明
　
　
塩
崎
　
光
也

片
　
塩
　
　
田
中
　
秀
幸
　
　
田
中
　
　
透

七
　
瀬
　
　
塩
野
谷
健
治
　
　
小
池
　
民
雄

　
泉
　
　
　
古
幡
　
新
一
　
　
堀
籠
　
雄
貴

長
　
嶺
　
　
北
澤
辰
登
志
　
　
大
沼
　
正
男

●
高
丘
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
佐
藤
金
之
助

　
分
館
協
議
会
長
　
　
片
山
　
信
男

●
科
野
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
上
原
　
雅
樹

　
分
館
協
議
会
長
　
　
高
橋
　
利
光

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

赤
　
岩
　
　
高
橋
　
利
光
　
　
江
口
　
　
明

　
越
　
　
　
池
田
　
栄
一
　
　
渡
辺
　
基
秀

深
　
沢
　
　
佐
藤
　
正
司
　
　
塩
野
谷
幸
夫

●
倭
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
山
岸
　
一
郎

　
分
館
協
議
会
長
　
　
市
村
　
邦
彦

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

柳
　
沢
　
　
小
林
　
伸
雄
　
　
上
野
　
広
樹

田
　
上
　
　
市
村
　
邦
彦
　
　
三
井
　
忠
助

岩
　
井
　
　
山
田
　
宗
良
　
佐
々
木
三
智
人

岩
井
東
　
　
清
水
　
重
一
　
　
　
　
―

牧
ノ
入
　
　
前
田
　
正
己
　
　
　
　
―

●
豊
田
地
区
●

　
非
常
勤
主
事
　
　
　
宮
沢
　
賢
明

　
分
館
協
議
会
長
　
　
宮
本
　
六
朗

分
館
名
　
　
　
分
館
長
　
　
　
分
館
主
事

上
今
井
　
　
神
田
　
和
英
　
　
神
田
　
　
猛

替
　
佐
　
　
小
橋
　
俊
樹
　
　
丸
山
　
満
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
野
　
義
一

笠
　
倉
　
　
大
沢
　
　
隆
　
　
割
田
　
豊
実

　
硲
　
　
　
小
林
　
郁
夫
　
　
小
林
　
孝
弘

奥
手
山
　
　
宮
本
　
六
朗
　
　
　
　
―

美
　
沢
　
　
原
田
　
誠
治
　
　
　
　
―

穴
　
田
　
　
藤
澤
　
　
眞
　
　
高
野
日
出
男

毛
野
川
　
　
外
谷
　
益
朗
　
　
小
森
　
伸
弥

南
永
江
　
　
伝
田
　
秀
孝
　
　
多
城
　
　
哲

北
永
江
　
　
外
谷
　
辰
之
　
　
中
島
　
伸
雄

西
　
組
　
　
黒
岩
　
鐵
人
　
　
畠
山
　
房
子

三
　
俣
　
　
市
川
今
朝
男
　
　
滝
野
　
文
昭

赤
　
坂
　
　
田
中
富
士
男
　
　
　
　
―

豊
田
深
沢
　
荒
井
　
米
男
　
　
　
　
―



グ
ル
ー
プ
紹
介

４

　
新
保
は
中
野
扇
状
地
の
南
扇
端

か
ら
延
徳
田
ん
ぼ
に
広
が
る
広
い

む
ら
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
壁

田
な
ど
と
共
に
、
歴
史
に
登
場
し

て
い
る
。

　
江
戸
時
代
に
は
石
高
千
石
を

こ
え
た
市
内
で
も
有
数
の
む
ら

で
あ
っ
た
が
、
水
害
に
見
舞
わ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
む
ら
の
人
達
は
水

害
に
つ
よ
い
、
し
か
も
生
産
性
の

高
い
農
作
物
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
導
入

し
、
暮
し
の
安
定
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
主
な
農
作
物
に
つ
い
て
述
べ

る
。
そ
の
第
一
は
柳
で
あ
る
。
柳

は
水
に
強
い
作
物
だ
が
、
は
じ
め

か
ら
新
保
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
先
覚
者
達
は
柳
に
目
を
つ
け
、

先
進
地
の
長
沼
（
長
野
市
）
や
豊

岡
市
（
兵
庫
県
）
を
視
察
す
る
。

柳
の
栽
培
に
自
身
を
深
め
、
導
入

に
ふ
み
き
る
。
柳
で
つ
く
っ
た
行

季
な
ど
は
軍
隊
か
ら
の
注
文
も
あ

っ
て
需
要
が
ま
し
、
大
き
な
発
展

を
と
げ
る
。

　
し
か
し
戦
後
は
ビ
ニ
ー
ル
製
品

に
お
さ
れ
す
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

加
え
て
減
反
に
よ
る
空
地
が
で
る
。

し
か
し
新
保
は
そ
の
ま
ま
に
し
な

か
っ
た
。
今
は
ア
ス
パ
ラ
畑
一
色

と
い
う
ほ
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

が
広
が
っ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
の
中

は
あ
た
た
か
い
と
は
い
え
、
冬
期

の
作
業
は
大
変
な
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
い
っ
ぽ
う
新
保
は
え
の
き

栽
培
も
盛
ん
で
あ
る
。
あ
ち
こ

ち
に
あ
る
え
の
き
工
場
は
、
ほ

と
ん
ど
通
年
に
わ
た
り
動
い
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
新
保
で
は
、
次
か

ら
次
へ
と
新
し
い
作
物
を
取
入
れ
、

生
活
の
糧
に
し
て
き
た
結
果
、
進

取
の
む
ら
新
保
と
な
っ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

田
中
　
毅

　
新
保
区
は
、
中
野
市
の
南
部
・

延
徳
地
区
に
位
置
し
、
市
街
地
に

近
い
た
め
、
年
々
世
帯
数
が
増
加

し
、
以
前
は
一
六
〇
戸
ほ
ど
で
あ

っ
た
の
が
、
現
在
四
四
〇
戸
余
り

と
大
き
な
区
と
な
り
ま
し
た
。

　
分
館
事
業
は
、
区
民
運
動
会
を

皮
切
り
に
、
延
徳
地
区
の
球
技
大

会
、
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
、
盆
踊

り
・
納
涼
祭
、
区
民
文
化
展
、
研

修
会
、
書
き
初
め
大
会
、
最
後
に

敬
老
会
で
終
了
し
ま
す
。

　
現
在
、
分
館
に
お
い
て
、
新

旧
の
区
民
の
交

流
、
親
睦
が
重

要
で
あ

り
、
い

か
に
分

館
活
動

に
多
く

の
区
民

が
参
加

で
き
る

か
で
苦

労
し
て

い
ま
す
。

　
以
前

は
、
文
化
展
や
盆
踊
り
な
ど
、
そ

の
担
い
手
で
あ
っ
た
趣
味
の
会
、

ク
ラ
ブ
な
ど
自
主
的
に
行
っ
て
い

新 保 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

進
取
の
む
ら
新
保

　
二
月
十
八
日
・
二
五
日
・
三

月
四
日
の
三
回
に
渡
り
、
北
部

公
民
館
に
お
い
て
「
は
じ
め
て

の
デ
ジ
カ
メ
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
定
員
二
十
名
の
と

こ
ろ
、
六
十
名
近
い
希
望
者
が

あ
り
、
溢
れ
て
し
ま
っ
た
方
に

は
断
腸
の
思
い
で
お
断
り
を
し

た
そ
う
で
す
。

　
受
講
者
の
中
に
は
年
配
の
方

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

公
民
館
も

デ
ジ
タ
ル
時
代
？ 出展数が増えてきた文化展

た
も
の
が
、
会
員
が

高
齢
化
し
継
続
で
き

ず
に
多
く
の
組
織
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
新
保

区
の
内
外
で
趣
味
の

会
、
ク
ラ
ブ
に
属
し

て
い
る
ひ
と
り
一
人

の
情
報
を
、
新
た
に

発
掘
し
な
が
ら
、
分

館
活
動
に
結
び
つ
け

て
い
く
事
を
始
め
ま

し
た
。

　
区
民
文
化
展
の
展

示
品
で
は
、
口
コ
ミ
に
よ
る
も
の
、

全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
に
よ
る
も
の

な
ど
出
展
数
が
増
え
、
効
果
が
見

も
お
ら
れ
、
買
っ
て
は
み
た
も

の
の
使
い
方
が
わ
か
ら
ず
放
置

し
て
い
た
が
、
今
回
の
講
習
の

お
か
げ
で
楽
し
く
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。
開
始
時
間
よ
り
前
に

来
ら
れ
て
講
師
の
先
生
に
積
極

的
に
質
問
さ
れ
る
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
機
器
に
対
す
る
興
味
の
深

さ
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　
宿
題
と
し
て
撮
っ
て
き
た
写

真
を
皆
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に

投
影
し
て
見
た
り
、
手
ブ
レ
し

に
く
い
撮
り
方
、
夜
景
の
撮
り

方
、
逆
光
で
も
顔
が
黒
く
な
ら

な
い
裏
ワ
ザ
な
ど
若
者
で
も
知

ら
な
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
た
っ
ぷ

り
と
教
え
て
頂
き
、
皆
さ
ん
と

て
も
満
足
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
被
写
体
の
狙
い
方
が
変
わ
り

ま
し
た
。
」
と
の
感
想
に
は
び

っ
く
り
。
油
断
し
て
い
る
と
年

配
の
方
に
追
い
越
さ
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
ね
。
　
　
（
く
）

え
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
さ

ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
公
民
館
長
　
霜
鳥
由
夫

講師の久保田さんの話に、皆さん真剣です

多くの区民が参加した書初め大会



中 

　
央
　 

公
　 

民 

　
館

講座名 日　時 場 所 講　師 備　　考

 日本語教室

(昼コース) ４月14日から
毎週火曜日※祝日を除く
13時30分～15時30分
(夜コース)第２・４日曜日
19時～21時

 中央公民館 ボランティアの
皆さん

＜受講料＞無料
＜申込み＞中央公民館で随時
受付します。

 初級英会話教室
４月 14 日～３月中旬
毎週火曜日※祝日を除く
19 時～ 21 時

中央公民館
教室

中野市英語指
導助手 ( ＡＥＴ )

＜受講料＞無料
＜申込み＞ 4 月 14 日 ( 開講日 ) に
会場で受付します。以後、随時
受付します。

 中野市シニア大学

４月23日～２月下旬
(講座は全16回)
13時30分～15時
(第１回目)４月23日
開講式、音楽鑑賞

中央公民館
講堂

 ( 第１回目 )
長野フィル音楽
ボランティア＆
ハーモニー

＜受講料＞無料
＜申込み＞４月23日(開講日)に
会場で受付します。以後、随時
受付します。

 生活の中の書
５月13日から
全６回(毎週水曜日)
13時30分～15時30分

中央公民館
教室  太田 舛次 先生

＜定員＞ 20 名
＜教材費＞ 200 円
＜持ち物＞書道用具一式
＜対象＞書道初心者
＜申込み＞ 4 月 20 日 ( 月 ) から

北  

部  

公  

民  

館

 あるある探検隊 ５月２日～１月中旬
全８回予定
※土曜日を中心に活動

北部公民館
ほか野外  赤岩Ｍ 21 ほか

＜定員＞小学生親子 20 組
＜受講料＞無料。ただし傷害
保険料としてお子さん一人に
つき 1,000 円
＜申込締切＞４月 27 日 ( 月 ) まで

 男のピラティス ・５/12・５/19・５/26
・６/２・６/16・６/23
・６/30
19時30分～20時30分
全７回(毎週火曜日)

北部公民館  宮崎 栄子 先生

＜定員＞男性 20 名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞飲み物、汗拭きタオル
バスタオルかヨガマット
＜申込み＞４月 10 日 ( 金 ) から

西
部
公
民
館

 ・４/13～３月まで
全12回(第２月曜日)
19時～20時30分

西部公民館
会議室 岩戸 貞彦 先生 ＜定員＞ 30 名

＜受講料＞無料

５ 文化なかの /09.4

今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

＜内容＞親子、家族で自然
体験・農業体験・伝統行事
の体験活動にチャレンジ

＜内容＞脱メタボ！内臓に近
い深層筋を鍛えてお腹回りの
シェイプＵＰや腰痛改善にも

＜内容＞西部地域に残る古
文書を読み、考えませんか

近世文書
（古文書）講座

館
　
　
長
　
　
丸
　
山
　
邦
　
夫

副 

館 

長
　
　
高
　
田
　
　
　
茂

主
　
　
幹
　
　
外
　
山
　
康
　
子

主
　
　
査
　
　
鈴
　
木
　
　
　
貴

主
任
主
事
　
　
戸
　
田
　
の
り
子

主
　
　
事
　
　
滝
　
沢
　
盛
　
文

嘱
　
　
託
　
　
杉
　
本
　
厚
　
子

嘱
　
　
託
　
　
高
　
野
　
美
　
和

館
　
　
長
　
　
鈴
　
木
　
一
　
成

主
　
　
事
　
　
徳
　
竹
　
真
　
章

臨
　
　
時
　
　
廣
　
瀬
　
郁
　
世

臨
　
　
時
　
　
下
　
田
　
佳
壽
子

館
　
　
長
　
　
柳
　
沢
　
秀
　
一

副 

主 

幹
　
　
小
　
林
　
　
　
厚

臨
　
　
時
　
　
水
　
津
　
和
　
也

臨
　
　
時
　
　
小
　
橋
　
　
　
薫

館
　
　
長
　
　
黒
　
崎
　
和
　
重

主
　
　
査
　
　
宮
　
本
　
敏
　
樹

臨
　
　
時
　
　
大
　
森
　
正
　
代

委 

員 

長
　
　
苅
　
和
　
武
　
史

副
委
員
長
　
　
小
　
池
　
久
　
志

委
　
　
員
　
　
上
　
田
　
光
　
朗

　 

〃
　
　
　
柴
　
本
　
倭
　
子

　 

〃
　
　
　
倉
　
田
　
隆
　
志

　 

〃
　
　
　
大
　
塚
　
昌
　
克

　 

〃
　
　
　
清
　
水
　
幸
　
美

　 

〃
　
　
　
江
　
口
　
武
　
文

　 

〃
　
　
　
池
　
田
　
俊
　
哉

　 

〃
　
　
　
小
　
林
　
博
　
幸

公民館職員名簿
文化なかの
　　　　編集委員

豊　田
公民館

西　部
公民館

北　部
公民館

中　央
公民館
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム花と季節の写真
募　  集

　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

　
宛
先
は
中
央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民
館

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

☎
２
２
・
２
６
９
１
（
有
線
２
０
６
９
１
）

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

　
昨
年
は
、
四
名
の
日
本
人
研
究
者
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
今
年
の
日
本
映
画
界
で

は
ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
賞
し
た
。

　
明
る
く
、
生
き
い
き
し
た
日
本
、
そ
し
て

地
域
が
元
気
で
子
ど
も
が
輝
く
中
野
市
の
未

来
を
願
う
上
で
、
思
う
こ
と
は
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
の
反
面
、
地
球
上
に
重
い
空
気
が

漂
っ
て
い
て
、
社
会
の
ど
こ
か
が
歪
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
と
、
私
た
ち
の
心
の
環
境

が
お
ぼ
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
教
育
・
文
化
・
芸
術
は
人
々
の
心
を
豊
か

に
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
。」
と
言
わ
れ

て
き
て
い
る
。
今
の
地
球
規
模
の
諸
課
題
の

解
決
に
向
っ
て
の
歩
み
を
一
刻
で
も
早
め
る

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

北帰行ひと休み／大俣（○小）

フリージア／竹原〔ハウス〕（Ｏ）

サクランボ／竹原〔ハウス〕（Ｏ）

黄色いお花／東吉田（メタ坊）


